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　第1図のようなサyプリソグ制御系の取扱いに用いる

　　　　　　　　　　　　　　　　パルス伝達かん数　＋　　　　　KW（z）
　　　　　　　　　　　　　　　　1），2）はシソセシス

　　　　　　　　　　　　　　　　に不向きなので，

　　第1図　サンプリング制御系　　筆者は連続系で

Evans3）・4）が提案した根軌跡法をパルス伝達かん数に拡

張した．これによるとサソプリソグ制御系の取扱いが幾

分容易になる．

　パルス伝達かん数の根軌跡をえがくのに利用する法則
は連続系根軌跡で成り立つ法則3）・4）・5）と同じであり，安

定判別，過渡応答などの判定規範は下記のようにS面で

連続系軌跡に対するものを2・・eSTでZ面に写像したも

のとなる．またズyピソグ判定条件ではパルス伝達かん

数の周期性のためS面は2面に幾重にも写像されるが，

Sの虚数部の一ノπ～十ノπに対応する範囲についてだけ

動作するように設計することがhidden　instabilityをと

り除くことになる．以上が研究結果として結論される．

　第1図で系のパルス伝達かん数を確（2）とし

　　　　1十KM7（2）＝0

の根Ziがゲイy定数1（－0～。。に対して2面上にえが
く軌跡をパルス伝達かん数根軌跡（9軌跡）と定義する．

これに対しS面上の連続系根軌跡をS軌跡とよぶ．

　①　2軌跡をえがくに用いる法則

　連続系伝達かんta　Sはの有理かん数．パノLス伝達かん

数はZ（2＝eST，τ：サソプリソグ周期）の有理がん数で

形式上はまったく同一だから，2軌跡はS軌跡をえがく
のに用いるのと3）・4）・5）同じ法則でえがくことができる．

　②　安　定　条　件

　一般にパルス伝達かん数の極が，原点を中心とする単

位円内にあればそのパルス系は安定であり，単位内外に

あれば不安定である．第1図の閉ループパルス伝達かん

数は

　　　　Kvv（z）／（1＋κw（2））

だから1＋KJ7V（z）－0の根が単位円内にあることが安定

条件になる．

　③　過　渡　応　答

　（の根の位置と応答の形　　単位ステップz！2－1に

対する閉ルー一プの出力sequence　wんは6）

Wk＝一

伝達かん数の根軌跡

，1ノ際寄1豊鍵ll留。三1一gk－1d4

　＝｛Aiγik十A2γ2k十・・・…　｝十｛（Bmlk　sin々θ

　　　＋C1η、k　cos　kθ、）＋……｝

ただし2i　：根，　Oi：零点，々：正の整数，

　　　Ai，　Bi，　Ci：定数，γi，物：㌃から定まる定i数

　　　m≧n．㌃は実数か一対の共やく複素数

政　　弘

　　この式よりkの増大にともなうZVkの変化をしらべ次の

　　結果が出た．

　　　O一つの正の実根から一→一つの非周期変化

　　゜難騰難やく根｝から→一つ磁衰踊

　　0単位円内正の実軸からの分岐点→臨界減衰点

　　O被積分項分母に9－1がのこると→オフセット

　（b）25％ダンピング条件　　出力を近似的に余弦波的

と考え．Wkをそのサyプル値と見る．

　一対の共やく根からの出力sequenceは

　　　　Wk－219ε四R・lc・s（kOi＋9i）

ただし」釧：根の絶対値，Ri：その根についての留数

　　　θi：2iの偏角，　qi　：　Riの偏角

kがoより次第に増し，々＝2π／θづのときWk．2π／eiが

ωk＝oの％（25％）になる条件は

　　　　14¢【＝（砥）ei／2π

この軌跡は第2図aの対数ら線になる．根がこのうず上

にあれば25％ダソピソグ条件を満す．

　ここでhidden　instab1eな状態を許さなければ，θi＞

πの部分は考える必要がなく，結局第2図（ののハート

形が25％がダソピソグ条件である．

　④S面とZ面の対応
　②の安定条件，③，（のの各条件および③，（b）の25％

ダyピyグ条件は，S面上2軌跡に対する諸条件と9＝es7

の写橡関係があることが研究結果より明らかとなってい
る．（第2図参照）
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b）s軌跡20％ダンピング条件　　（a）2軌跡25％ダンピング条件

　　　　（1，1’）　　　　　　　　　　　（ハート形）

　　第2図　s面e面の対応　2・＝＝・eST，　s＝σ十卿

　以上の諸関係を利用すればサソプリyグ動作も連続動

作と同程度の容易さで，シyセyス，アナリソスするこ
とができる．（1954．8．30）
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